
１　空き家バンク登録者増加に向けた取組について （２）令和６年度新規アンケート調査によるもの

（１）令和５年アンケート調査によるもの

　今回、この79件につき調査をしたところ、下記のとおりとなった。

　〇アンケートにおける意向確認の推移（Ｒ5.12月末現在） （Ｒ6.10月末現在）

件数 件数 割合

29件 26件 35% 3件(2％)減

15件 15件 20%

11件 9件 12% 2件(2％)減

17件 17件 23%

7件 7件 10%

79件 74件 〈回答者に関する項目〉

①　回答者（22件）のうち約７割（16件）は鳥栖市内、約３割（6件）は九州内（佐賀県内を除く）

　
②　回答者はすべて４０歳以上であり、６０歳以上の高齢者が約７割（16件）を占めている

　令和６年７月までに、令和５年実施のアンケート調査の好反応者への追加呼びかけを行った。

　今回、空き家バンク登録数の増加を目的に、再度電話勧誘を行いバンクへの登録を呼びかけた。

　なお、呼びかけの結果空き家バンクの登録に関心があった好反応者27件のうち、６件は空き家ではなかった。

　〇空き家バンク登録呼びかけの状況（Ｒ6.7月末現在） （Ｒ6.10月末現在）

件数 登録件数

①現状他の方法で売却を進めている。(売れなければ登録したい） ３件 2件

②相続が未整理のため整理してから登録したい。 ５件 0件

③近々、空き家になる見通しである。 １件 1件

④残置物があり、売却・賃貸ができる状況にない。 ４件 0件 ③　回答者のうち約８５％（19件）は「連絡先」の回答をいただいている

⑤その他（解体予定・方針未決定） ８件 0件

21件 3件

　〇空き家バンク登録数の推移

空き家バンク・シーズ登録数

空き家バンク・ニーズ登録数

14%

21%

　令和５年12月に空家等のアンケート調査を実施したところ、空き家であるとの回答が79件あった。

19%

空家等対策計画に基づく取組の経過について

割合

37%

項目

①売却・賃貸したい

②引き続き所有したい

　令和５年12月に空き家バンクの登録増及び利活用促進の基礎資料とするため空家等所有者・管理者への

アンケート送付を実施した。

　令和６年度の空家等実態調査の結果、新規に空家となったものについて下記のとおりアンケートを実施

した。

　１．送付対象：市内の空家等の所有者・管理者

　２．送付件数：４７件（新規空家６０件のうち法人所有のものを除く）

　３．回答件数：２２件

　４．回  答  率：４６.８％

　６．設問に関する個別回答について

7

合　　　計

3

　５．回答期間：令和６年９月１日～２０日

(R6.7.24）

(R6.2回目)協議会

(Ｒ6.11.15）

③建物を解体したい

項　　　目

(R5.3回目)協議会

(Ｒ6.2.27)

(R6.1回目)協議会

9%

1 1

2

0

④その他

合計

⑤未回答

40歳代 3件

14%

50歳代 3件

14%

60歳代 7件

32%

70歳代 6件

26%

80歳代 3件

14%

資料１
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9%
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②引き続

き所有し

たい 15件
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③建物を

解体した

い 9件

12%

④その他

17件

23%

⑤未回答

7件

10%

鳥栖市内 16件

73%

九州内 6件

27%

連絡先あり 19件

84%

連絡先なし 3件

16%
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問４-６．登録にあたっての困りごとや課題の把握

その他の困りごと・課題の意見（１件）

・未記載（１件）

問４－２空き家バンクの利用希望

問４－４．空き家バンク手続の改善点

　その他の改善点の意見（２件）

　・直接会って申請のサポートをする

　・訪問する

令和６年度新規アンケート調査結果

　・今回調査における認知度は約１割

問１．調査対象が空家等か確認

・無記載（２件）　・分からない

問４－５．登録にあたって活用（利用）方法の希望

その他の意見（７件）

・売却（２件）　　・特になし

問４－３空き家バンクの利用を希望しない理由

・空き家ではないから　・売却の目途がたちそうだから

「その他」の理由（６件）

・土地が他人名義であるから　・分からない

・借主が出ていけば解体するつもりである　・無記載

問４－１空き家バンクの認知度

問２．回答者と空家等の関係

問３．空家等の利活用の意向確認（売却、賃貸活用の意思がある場合）

　認知度「知っている」方の推移

　・令和３年度調査時の認知度は約１割

　・令和５年度調査時の認知度は約２割

・購入者の希望する方法

32%

4%

14%

50%

使用中であり、空家等ではない 7件（32％）

既に売却済、賃貸済、建物解体済である 1件

（4％）

現在空家等ではないが、将来空家等になる予定 3

件（14％）

使用しておらず、空家等である 11件（50％）

45%

9%
5%

9%

32%

土地・建物の所有者 10件（45％）

建物の所有者 2件（9％）

土地・建物の管理者（納税代表者） 1件（5％）

土地・建物の所有者の親族 2件（9％）

未回答 7件（32％）

27%

14%

5%27%

27%

売却・賃貸したい 6件（27％）

引き続き所有したい 3件（14％）

建物を解体したい 1件（5％）

その他 6件（27％）

未回答 6件（27％）
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（３）空き家バンクの現状

・登録物件のＨＰ掲載 ・間取図作成支援（実績３件）

・写真撮影支援（実績７件）

●空き家バンク問い合わせの状況

　なお、アンケート回答者のうち空き家バンクを「利用したい」との回答があった方に勧誘を行い、

登録に結び付けた。

◉アンケートの回答 ◉接触の結果

件数 件数 ・全国版空き家・空き地バンクの登録掲載（ライフル・アットホームＨＰ）

１件

１件

１件

１件

●空き家バンク登録数の推移

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

2 2 1 3 2 8

(2) (4) (5) (8) (10) (18)

2 1 1 1 0 1

空き家バンク登録数

（　）内は累計

売買された件数

長期出張中

連絡が取れない

相続の件で弁護士に依頼中

（単位：件）

電話

電子メール

窓口

合計

6件

4件

8件

18件

問５．空家等利活用希望者登録制度について

問６．空家等に関して必要な情報

登録に繋がった

項目

問６．空家等に関して必要な情報

項目

利用したい ４件

興味あり 50件

50%

興味なし 10件

45%

未回答 1件

5%
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維持管理 相談窓口 空家等の利活用 補助金 特になし

３


